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c. おうちアロマ
（アロマサロン・ガーデン広場）
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（産後マッサージ）
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（飲食スペース・子ども食堂）
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（トイレ・授乳室・休息スペース）
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e. 中藤公園
（トイレ・授乳室・休息スペース）
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Abstract :!
This article is based on expert interview surveys and learning 
experiences, using ‘qi’ in taijiquan as the focal point of the study 
to demonstrate that taijiquan is more than just movement 
imitation, and that it is important to keep the feeling of inner qi 
consistent with the outer movements. For this question, the 

researcher aims to visualize the abstract concept of ‘qi’ by using 
analogy to guide the learners’ imagination of the movements, to 
realize the commonality of sensation in the teaching and learning 
process, and to provide new perspectives for the learning of 
taijiquan.

Key Word : Taijiquan Sensory Sharing Visualization 
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対応問題 一致性のある観点

とキーワード 

それぞれの観点 

学習数の問題 若者が少ない、中

高年が中心で、!"

歳から #$歳。%

劉氏&持続可能性に乏%しく、みんなの興味はあ

んまりない。%

鄭氏&老年運動であるという固定観念が全体の

年齢構造に影響を与える。%

学習方向の問

題 

自主練習の必要

がある。%

劉氏&先生の指導のもとで週に１～２回。%

鄭氏&対面授業。オンライン学習は集中できず。%

気の概念の教

授方法 

波、山、流れる風

のように。%

劉氏&水の流れ、海、強風、波、想像させる。%

鄭氏&流水、風が吹く、重なった山、具象的なも

のを比喩する。%

# #

43　日本デザイン学会第3支部 2022 年度研究発表会

P-04

太極拳の「気」の学習方法に関する研究!
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“収穫体験のメンタルモデル”を用いた木育什器の開発・検証 
-木材需要を創出する新しいデザインアプローチの実施検証 - 
Product of wood education study and development using the mental model of “harvesting experience” 
-Research on the new design approaches to create demand for wood- 
清島 樹(1   影山友章(2
Itsuki Kiyoshima(1　Tomoaki Kageyama(2
(1(2 名古屋市立大学・芸術工学研究科 
Abstract: Domestic demand for wood has been declining 
due to the influx of inexpensive foreign lumber and the 
westernization of Japanese lifestyles. Declining demand for 
timber has led to the decline of the forestry industry, and 
rough forests with reduced water retention capacity can 

cause landslides and floods, which in turn affect marine 
ecosystems. This paper examines a new design approach 
with a mental model to create demand for wood. As a 
result, we verified the effectiveness of this approach by 
examining the products created through this approach.! 

Key Word : mental model, wood education, familiarity 

はじめに 
　安価な外国産木材の流入や生活様式の西洋化などの影
響により、国内の木材需要が減少傾向にある。木材の需
要減は林業の衰退をもたらし、保水能力が低下した荒れ
た森林は、地崩れや洪水など、海洋生態系にまで影響を
及ぼす自然災害の頻発に結びついている。木材需要を創
出し、林業や豊かな里山を守ることは、地域環境の保全
や経済発展の基盤であると言える。本研究では、持続的
に木材が利用されるようなエコシステムの構築に向け
た、木材需要を創出する新しいデザインアプローチを考
察する。そして、そのアプローチにより生み出されたプ
ロダクトを検証することで、その有効性を確認する。

１.１研究背景 
　「はじめに」でも述べたように、近年の日本では木材
需要が減少傾向にあり、それは「令和3年度 森林・林業
白書（１」のp131「我が国の木材需給の動向」資料"-3
「木材需要量の推移」にも記されている。ここ10年は改
善傾向にあるが、主要な木材需要である住宅建設におい
て、国産材が価格、強度の関係で敬遠傾向にあり、また
人口減の日本では今後の需要増を望みにくい。そして、
同資料p54、我が国の森林の状況と多面的機能　資料#－
２ 「我が国の森林蓄積の推移」から分かるように、終戦
直後や高度経済成長期に造林された人工林が蓄積され、
年々増加してきている。以上のデータから、これまで木
材が使用されてこなかった業界、製品に新しいアプロー
チを用いて木材を使用することで、新たな木材需要を生
み出すことが必要ではないかと考える。
　株式会社ダイサンロジタスは、販路や輸送の問題で廃
棄されていた農作物を販売する移動販売サービス、「ア
グリカーゴ（2」を展開している。このアグリカーゴの新
型車両開発のため、株式会社ダイサンロジタスと地元豊
田市に製材拠点を持つ西垣林業株式会社、名古屋市立大
学芸術工学研究科影山研究室との共同研究が行われ、本
研究室が新型車両のデザインを担当した。このような背
景から、地元の間伐材を使用した木育移動販売車の開発
プロジェクトがスタートした。

１.２研究目的 
　アグリカーゴは地域に根付いた野菜の移動販売サービ
スである。そのため、新たに製作する木製移動販売車
は、「地元産木材の魅力を地域住人に伝える」ことを目
標にした。また、地元産の木材の魅力に気付き、地域に
愛着を持ってもらうためには、地域の子供へのアプロー
チが特に重要だと考え、開発テーマを「木育※1」とし
た。木育を実現するためのデザイン要素としては、「収
穫体験」に着目した。そして、“収穫体験のメンタルモデ
ルを活用した木育什器のデザイン”という新しいアプロー
チで木製移動販売車をデザインした。本研究の目的は、
生み出された製品の効果を検証することで、このデザイ
ンアプローチの有効性を確認することである。ひいて
は、このような木材活用のアプローチが、経済的にも生
態系的にも安定した里山を築き、持続可能な脱炭素社会
の一翼となることである。

２. 収穫体験のメンタルモデルを用いた什器について
本移動販売車は、陳列棚の一部に、収穫体験のメンタ

ルモデルを用いた什器を盛り込むことで、地域の木材や
野菜、果物に親しみを持ってもらえるようデザインし
た。この収穫体験のメンタルモデルを持つ什器は、「穴
型野菜陳列棚」「ツリー型陳列棚」の2種類で、「穴型」

図１：アグリカーゴ新型車両の完成品
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は、根菜類などが土に植っているかのように陳列するこ
とができ、その状態から引き抜く（収穫するよう）とい
う購入体験になっている（図２）。「ツリー型」は、木
に成る果実を模しており、果物狩りのような収穫体験を
模した購入ができるという什器である（図３）。

３.１観察調査①
　2022年6月25日、無印良品・イーアス春日井店への出店
に同行し、陳列棚それぞれにおける利用客の行動観察を
行なった。また、新型什器の効果を測るために、ほぼ同
じサイズのプラスチックの箱（以降「プラ箱」と表
記）と木材の箱（以降「木箱」と表記）を用意し、同
じ野菜を陳列した。２種類の箱を用意した理由は、プ
ラ箱と木箱の比較によって、素材における差を検証す
るためである。また、木箱と「収穫体験のメンタルモ
デル」を用いた什器（以降「収穫体験什器（穴型orツ
リー型）」と表記）を比較することによって、新しい
デザインアプローチの有効性の確認を行なった（図
４）。
行動観察の際は、利用客を「年代」と「行動」の2

軸に分けて観察した。年代は、「子ども（中学生ま
で）」、「青年（高校生から20代）」、「親世代
（30~50代）」、「祖父母世代（60代以降）」の4つの
年代に分けた。行動は「興味を示す」「手に取る」
「購入する」の3段階に分けて、それぞれ調査した。

３.２観察調査①の結果と考察 
　以下、3時間15分（2022年6月25日10:45-12:30,
13:45-15:15）の行動観察の結果と考察を記す。

①３つの什器における「購入する」「手に取る」「興
味を示す」の３つのアクションの合計数は97回であ
った。
②「購入する」に至った利用客は収穫体験什器（穴
型）で2人、木箱で0人、プラ箱で1人だった。無印
良品店舗内での販売であったため、野菜を購入する
利用客は極端に少なかった。一方、「手に取る」

「興味を示す」のアクションの合計は、収穫体験什器
（穴型）で62回、木箱で15回、プラ箱で17回だった。
③集計結果を見る限り、素材差による優位性を示すこ
とはできなかったが、「収穫体験のメンタルモデ
ル」を設計した什器は、そうでないものに比べて、
特に子供の興味を惹くと言えそうである。

３.３観察調査②③の結果 
　2回目、3回目の観察調査を愛知県安城市の大型マンシ
ョン「グランフォーリア安城」の付近で2022年12月から
2023年1月に実施した。2回目の調査では、調査①と同様
に穴型と木箱、プラ箱で比較したが、それ以外からの購
入が多く、有効な比較ができなかった。しかし、実験対
象外であったツリー型で陳列していたプチトマトが途中
で売り切れてしまう程売れ、ツリー型の有効性に気が付
く結果となった。3回目では、ツリー型と木箱、プラ箱で
比較した結果、ツリー型が合計15回のアクション、木箱
が3回、プラ箱が1回、購入に至ってはツリー型が５人、
木箱が1人、プラ箱が1人と、ツリー型が他を圧倒する結
果となった（図５）。

４.まとめと今後の展望
全3回の観察調査を通して、素材による差異はうまく示
すことができなかったが、収穫体験のメンタルモデルを
設計した什器は、特に子供の興味を引くという結果が確
認できた。

単語説明・参考文献 
!1:木育とは、子どもから大人までを対象に、木材や木製品との触れ合いを通じ
て木材への親しみや木の文化への理解を深めて、木材の良さや利用の意義を学ん
でもらうことである
!2:メンタルモデルとは、『人間が無自覚のうちに持っている、思い込みや価値
観』のこと。元々は認知心理学の用語で、人が何かの思考に到る前提として、メ
ンタルモデルが存在する
1）令和3年度森林・林業白書, 林野庁, p45, p54, p131, 2021

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/hakusyo/r3hakusyo/attach/pdf/zenbun-34.pdf（最
終検索日：2022年7月24日）
2）株式会社ダイサンロジタス, アグリカーゴウェブサイトhttps://daisanlogitasu.jp/
agricargo/（最終検索日：2022年7月24日）

　　図２：穴型野菜陳列棚 図３：ツリー型陳列棚 　　図４：無印良品・イーアス春日井店への出店風景

　　図5：グランフォーリア安城での3回目の調査結果
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１）東海大学教養学部芸術学科
!"#$%&'$( ) *(+,#-./,+(&(01%2#314($1(#3&%,(0-$3( $3,( $,&5(03&$
2-/+( 16( 01%2( &/+( $317.3$#( ,&'3( -/+-8-+7&9( 3&+( -/( $3,( 01%2
0-$3-/(1/,(16($3,(:;<*($,&5#=(&/+('%,&$,+(&(5,+-&($1(#3&%,($3,
%,#79$#( 16( $3,( 01%2#314>( *( /&5,( $3,#,( &#( 8-#7&9( 01%2( 3-#$1%?>
<3,( @,51$-1/&9( '3&%$@( '%,&$,+( -/( $3-#( 01%2#314( %,'1%+#( $3,

01%+#($3&$($3,(4,%#1/(&'$7&99?(,A4,%-,/',+(&/+(6,9$(&#($3,?(0,%,>(
<3,('1549,A(,51$-1/#(16($3,(4&%$-'-4&/$#(0,%,(8-#7&9-B,+(&#(&(
.%&43( 61%( ,&'3( 5,5",%)( ,A'-$,+( "7$( &/A-17#=( ",0-9+,%,+( &/+(
$%17"9,+("7$(&(.11+(,A4,%-,/',>

C,?(D1%+() D1%2#314=(E-#7&9-B&$-1/=(<,&5(F7-9+-/.

1. 研究概要
1-1. 研究背景
筆者は 2 年前に経済産業省クールジャパン政策課(以下、CJ 課)
で事務補助職員として務め始めたときから、一緒に働く人達のこ
とを「知りたい」という想いがあった。 ここにおいての「知り
たい」対象とは、その人の人物像、仕事に取り組む上での想いや
感情のことを指している。現状として、CJ課内の会話の中で「実
はお互いが何をしているのか分からない時がある」という発言が
あった。組織内でチームメンバー間の情報共有、円滑なコミュニ
ケーションは仕事をする上で必要不可欠だ。しかし、このCJ課
では自身の仕事を振り返る機会が非常に少ない上に、振り返る手
段がない。筆者は事務補助職員として業務に取り組む中で、職員
自身が仕事を振り返ると同時に、チームメンバーの仕事をより解
像度を上げてお互いに知る手段が必要なのではないかと考えた。
1-2. ビジュアルワークヒストリー
ビジュアルワークヒストリーとは、組織に所属するチームの業務
において、個々人がどんな仕事をしてどんな想いを持っているの
か振り返り、組織内で共有する取り組みである。本研究では、チ
ーム内で共有するためのワークショップ(以下、WS)を開催し、
そこで作成したグラフを、Web サイト作成サービスの
STUDIO(注 1)を利用してまとめ、組織内で共有した。本稿では、
WSの報告と共に、個々人が仕事を視覚的に見える形で振り返り、
チーム内で共有することの可能性について考察する。

2.WS 概要
2-1. 経済産業省におけるWS事例
2022 年 11 月に経済産業省クールジャパン政策課の万博首連チ
ームを対象に対面式で WS を実施した。参加者は万博首連チー
ムに所属しているN氏、U 氏、Y 氏以上 3 名で、2022 年 4 月
から2022年 11月までの仕事を対象期間とした。このWSの所
要時間は２時間程度、使用した道具はペンやA3のコピー用紙な
ど、一般的な文房具である。
2-2. 実施手順
WSの実施手順は以下の通りである。
手順1：チームの仕事の書き出し
手順2：個人の仕事の書き出し
手順3：心情の書き出し
手順4：心情図を描く
また、チームメンバーの人物像を表出させるにあたって、本WS
では素直に思ったことを書き出してほしいというお願いを参加

者に提示している。

(手順 1)チームの仕事の書き出し
2022 年 4 月から 11 月までの仕事を青い付箋に大まかに書き出
してもらい、チーム全体の仕事のアウトラインを可視化。(図 1）
このワークでは「そういえば自分はこんなことしてたな」「あの
時こんな仕事なかったっけ？」とお互いに過去を思い出し、確か
め合う姿が見られた。
(手順 2)個人の仕事の書き出し
手順１に対して、個人が取り組んだ仕事を黄色の付箋に書き出し
てもらい、メンバーごとに仕事の振り返りを行った。 (図 2）
このワークでは相手の書き出した付箋を指差しながら「この時、
Yさんはこんなことしてたのか」とチーム内で対話のきっかけが
生まれる瞬間が見られた。
(手順 3)心情の書き出し
手順 2 に対して、その時どんな心情だったのかをピンクの付箋
に書き出してもらった。その後、心情をポジティブとネガティブ
の二つに分類分けを行った。(図 3)
(手順 4)心情図を描く
手順１から４までに書き出したチームと個人の仕事を時系列順
に並べ、それらを元に曲線グラフを作成し、仕事における心情の
変化を可視化。本稿ではこのグラフを心情図と呼ぶ。また、グラ
フ内において、上を【期待感/ワクワク】、下を【不安感/モヤモ
ヤ】と設定している。(図 4)

2-3. 実施結果

! 1"#$%&'()*+,-. ! 2 "#$/0&'(1234-.

! 3 56789:;<3=>?2@-. ! 4 AB(C7:DEFG%H(I@-.
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業務への想いを共有するビジュアルワークヒストリー
経済産業省におけるワークショップ事例

Visual work history to share thoughts on work A Case Study of a Workshop at a Central Government Agency
和田亜佐子 1) 富田 誠 1)

Asako Wada1) Makoto Tomita1)



手順 1 や手順 2 では、個人が過去の仕事を振り返り、付箋に書
き出していくことで、チーム内で共通して取り組んでいる仕事と
メンバーごとに異なる仕事が同じ時間軸の中で可視化されてい
た。
例えば、U 氏がヒアリングのために都外へ出張している間、Y
氏はイベントの日程調整やオンラインの準備をしていたこと等、
視覚的に分かりやすくメンバー間で比較できる形になっていた。
また、チーム内で仕事を共有する過程で自然と対話が発生し、参
加者間でお互いが記憶を刺激し合う存在として「そういえば、あ
の時こんな仕事があった」「自分はこの仕事のこれが面白かった
よ」と、芋づる式に各個人の記憶が呼び起こされる様子が見られ
た。
その他にも、手順3の心情の分類分けでは、1つの仕事に対して
「楽しみだけど不安」、「モヤモヤ悩んだけど良い経験だった」等、
両側面の複雑な感情、即ち、葛藤が参加者のピンクの付箋に書き
出されていた。(図 5)それらの過程を経て描かれた手順 4 では、
各メンバーで、書き出された付箋を見ながら比較することで、僅
かな心情の変化が曲線グラフとして可視化されていた。(図 6)
この結果から、各メンバーの心情を含めたチーム内での仕事の振
り返りは、メンバー間での仕事の情報共有、自己の振り返りは勿
論、分かっているつもりで知らなかった、お互いの視点に気付く
手段として有効的だといえる。

3. 制作物
3-1. 心情図
前述したWSの過程を元に、各メンバーの心情図を作成した。(図
7) 心情図には、チームの仕事、個人が担当した仕事、ポジティ
ブとネガティブな心情がそれぞれ時系列で並べられており、より
メンバー間で比較し、共有しやすいように配置した。この作成し
た心情図をWS参加者に見せたところ、「今まで自分は淡々と仕

事をしてきたと思っていたが、案外変化があることに驚いた」「自
分が思っていたより、チームメンバーの心情は低くなかった」等
の感想をもらった。

3-2. ビジュアルワークヒストリー(Web サイト)
また、作成した心情図を簡単に比較するためのweb サイトを制
作した。組織内の「書庫」をテーマに全体のイメージ(図 8)を作
成し、チーム全体の心情図を重ねたページから、そのチームに所
属している各メンバーのプロフィール、心情図を閲覧できるペー
ジ構成になっている。(図 9)

4. 考察
個々人が仕事を「心情図」として視覚的に見える形で振り返るこ
とで、チーム内で共通して取り組んでいる仕事、個人で担当して
いる仕事の全体像が明らかになった。また、それらをチーム内で
共有する過程においては、お互いが記憶を刺激し合う存在として
各個人の記憶を呼び起こす作用があるように本研究を通じて筆
者は感じる。この「心情図を描く」という視覚的行為がもたらす
様々な作用は、メンバー間での分かっているつもりで知らなかっ
た、お互いの視点に気付く手段としても有効的であると同時に、
メンバー自身が気付いていなかった仕事への姿勢に気付く、自己
内省的役割があるように考える。チーム内において、この心情図
を共有するということは、チームメンバー間の理解を深めるきっ
かけになりえるのではないだろうか。

注及び参考文献
[注 1] STUDIO, https://studio.design/ja

! 7 "#$%&'"()'"*+',-./0*+!

! 5  1234+56789:0;<

! 6  => 4?@A:0BCDEF

! 8 GHIJKL.MKNOPQR

! 9 MKNSTU*+!.VWJKL
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1.制作背景と目的

2.制作ポイント

Key Word : cinematic

3.ターゲット

4.制作物と使用ソフト

5.プロセス

6.まとめ

7.制作協力

参考文献

写真-2 CD関連（ジャケット・ブックレット・レーベル）写真-1 ブックレットの表紙にもなっているデザイン 

写真-3 レコーディングしている様子
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440mm Designer
映像がもたらす時間と視覚と空間体験の可能性

川崎 怜央（メディアデザインコース 趙研究室）

要旨



1.制作背景と目的

2.制作ポイント

3.ターゲット

4.制作物と使用ソフト

5.プロセス

6.まとめ

7.制作協力

参考文献

写真-4 ブックレット（440mm Designer）内のレイアウト

写真-5 インタビューしている様子

P-11

PROCEEDINGS OF 2022 ANNUAL CONFERENCE OF THE 3rd BRANCH OF JSSD　58



微生物と発酵が地域の人と資源をつなぐ

食ロス堆肥化プロジェクト

Connecting Local People and Resources Through Microbes and Fermentation · Food Waste Compost Project

ラスク　ガブリエル、淺川　仁都

ラスク　ガブリエル、淺川　仁都、中村　友香、宮田　義郎

中京大学

：

：

1. 背景

多くの 化された国で食 ロスが大きな問題になって

いる(1)。日本では食 の 分の１が廃棄され、その と

んどが されている。廃棄食 を埋立ている国もある

が、二 化 より2 い 効果 スである タンを

発生させている。食 廃棄は日 生活でも できる

が、 ローバルな とはつながりにくく、問題の 要性

が実感しにくい。しかし、地域の人が微生物と発酵で食

ロスとつながれば、地域として堆肥で食 ロスに取り組む

ことができる。中京大学宮田 とタイの学校DSIL

(Darunsikkhalai School for Inno ati e Learning)は、

2021 から2022 にかけての共 プロジェクトを通じて、

文化連携にもかかわらず深く体 を共有してきた。

に、豊田市などの地域の人々や中京大学生協の食堂内の人

と堆肥化プロジェクトで新しいつながりをつくった。この

論文では、堆肥化で地域の人がつながってきた過程を詳し

く考察する。

2. プロジェクト（DSILとのコラボ）

このプロジェクトは、宮田 の先 が、もともと堆

肥について はなかったが、生ごみや微生物で堆肥を作

ることができることを知り、 理の時に出る生ごみで作っ

た堆肥で野 を てることに を き、学校の くの

で微生物を 取したことがきっかけで始まった。私たちが

参加した M( orld outh Meeting) 2021のテーマ

が SDGs についてだった。元々 に があった私

たちは、 にあった先 の作った堆肥（ 1）を て、

以 は てていた生ごみを野 に活用することで食

ロスの につながることに気 いた。

　そして2022 、堆肥化プロジェクトは で継続して

おり、 M 2022でもDSILとのコラボレーシ ンを行っ

た。DSILが学食の残 を堆肥化し野 を行っていること

に 発され、大学の学食の廃棄食材を らすこと・ で堆肥

を 用して作物を てることを目 にした。DSILで堆肥を

作っていたプラス ックの （ 2）に ントを て、回 する

を制作して堆肥作りに取り組むことにした。プラス ック

の では生ごみなどから出る 分を 収できず などの原

になる問題があったため、中京大学では豊田市 材の活

用に取り組んできたことから、 の を で制作し 分

を 収することにより解決した（ 3）。これに しDSILでは

はけを した、プランターに取り けることのできるコ

ン クトな を作成していた（ 4）。

このように、日本とタイの なる 境だが、廃棄食材堆
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肥化という共通の目的を持つ具体的なシステムを制作して

いたために、言葉が通じにくくても、お互いの取り組む課

題や解決方法を理解し、共感し、刺激を受けながら多くを

学ぶことができた。

3.プロジェクト（生協とのやり取り）

大学食堂を運営する生協との交渉では、生協スタッフと

学生の関わりにより、それぞれの心情や関係が変化した。

　はじめに廃棄食材を分けてもらうよう店長に提案したと

きは、「分別する」という仕事を増やすことになるため難

しいが、話し合い検討した結果、回収容器を別に用意する

ことで、厨房のスタッフが手間をかけずに２階の食堂の売れ

残りを出してもらうことになった。１階の購買は最初は時間

的に無理ということだったが、堆肥化を始めて2週間目に、

今まで別々に仕事をしてきた1階の購買と2階の食堂の店員

さんたちが協力をし始めて、購買の売れ残りも分別して出

してくれることになった。店員さんへのインタビューによ

ると、これまで余った食材をごみとして廃棄することを心

苦しく感じていて、堆肥化のプロジェクトが始まって、気

持ちが楽になったそうだ。

　以上の流れを「活動構成型デザイン」(2)の概念にあて

はめると、以下のような解釈が考えられる。

● 店員は「仕事を効率的におこなう」という価値と

「食材を廃棄せずに活かす」という価値、という

二つの価値を元々持っていた。

● 「食材を廃棄せずに活かす」を実現することは、

時間もエネルギーも必要なので、「仕事を効率的

に行う」という価値とは相容れなかった。

● 「仕事を効率的に行う」は職場の価値であり、

「食材を廃棄せずに活かす」というのは個人とし

ての価値だった。

● であるとすると、職場の価値を優先させて、個人

の価値を抑制している、というジレンマがあり、

そこに「心苦しい」という感情が生じていた。

● そこに、学生から堆肥化の提案があり、二つの価

値を両立する可能性がみえたために、それを実現

するための方法を自ら考案して実行した。

4. 考察とまとめ

バンコクの学校DSILとのコラボと、大学の生協食堂との連

携による食ロスの堆肥化活動を紹介した。これまで、DSILと

中京大学の間には国や言語の境界、学生と生協の間には、買

い手と売り手という境界、学生と食堂の間には、食べる人と

作る人という、社会が作り出した境界があった。プロジェク

トに取り組む中で、関係者は困難を感じながらもそうした境

界を越え、新しいシステムをデザインし構築した。これらの

事例において、現場の人がシステムのデザインに参加すると

いう活動構成型デザインの過程で、現場に存在していた境界

を越える行為が起き、現場が変容していったようだ。例えば

生協の店員さんが「食材を廃棄せずに活用したい」という願

いを持っていたように、生命を支える食べ物を無駄にしたく

ないという共通の価値観が背景にあるのではないだろうか。

その価値を実現する「微生物による発酵」という、社会が作

り出した境界に無関係に起こる普遍的な生命現象が、境界を

越えた新しいシステムの構築を可能にしたと考えられる。

これらの取り組みは、豊田市のコミュニティでも関心を集

めている。豊田市は一般家庭向けの段ボールコンポストの普

及に力を入れているが、学食という飲食店レベルの規模での

堆肥化の試みとして、我々の取り組みに期待を寄せていただ

いている。学生は豊田市の生ごみ問題や段ボールコンポスト

についてより深く理解することができた。今後も継続して協

力することで、堆肥化システムの活用範囲を拡大し、地域内

の取り組みを有意義なものにしていくとともに、私たちをつ

なげる価値がどのようなものであるかをより詳細に探求して

いきたい。
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